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第 2321 回例会 7 月 7 日（木） 

於・かま家 PM 0：30～ 

○ 点鍾 （国歌斉唱 ロータリーソング 

 四つのテストは省略） 

○ 幹事報告               土子幹事 

○ 会長の時間             田山会長 

・加部東孝浩  小沼洋道会員 加部東孝浩会員 

会員が大洗 RC 

へ復帰しまし

た。    

・小沼会員が結

婚しました。ク

ラブからお祝い

を贈ります。 

○ ニコニ BOX          土子吉久幹事            

・第 2 分区ガバナー補佐 

 横須賀忠行様        

 大洗ロータリークラブの皆様一年

間宜しくお願いいたします。田山

会長、土子幹事一年間お世話にな

ります。 

・田山勝造会長 

 今年度 1 年間宜しくお願いします。 

・加部東孝浩会員 

 令和4年7月7日より再加入させて頂くことになり

ました。皆様宜しくお願い致します。 

・飛田会員 

 黄綬褒章のお祝い ありがとうございました。 

・土子会員 

 横須賀 G 補佐歓迎と加部東会員

の再入会おめでとう。 

○ 横須賀忠行第 2 分区 

ガバナー補佐挨拶 

1 年間宜しくお願いします。  

 

卓話「新年度を迎えて」       田山勝造会長 

地区スローガン 「enjoy life  ~人生を楽しむ～」 

今年度の地区目標は 一人一人

が想像力を持って奉仕する。その

為には 地区が掲げる 7 つの具体

的目標に沿った奉仕活動事業を出

来るところから行う。 

今年度クラブ会長テーマは「同志

を増やそう」とします。その為には

少人数クラブになった組織の維持

と会員増強に努める。クラブ会員が、各々にこの方をと

いう友達仲間をお誘いすることをお願いします。 

地域社会への奉仕活動はいままでと同じく継続的に

行いたいとおもっています。特にロータリーの重点分

野の一つである環境保全活動に力を入れる。 

茨城海岸美化プロジェクト事業 

木戸房池里山周辺整備事業 

水辺プラザ清掃作業 

今年度クラブ創立５０周年記念事業成功の為に会員

が一致協力していく。 

例会・奉仕活動は会員仲間と共に更なる親睦を図り

ながら一年間頑張ってゆきたい。 

近年の新型コロナウイルス感染症の最中でクラブ運

営は大変厳しい状況がつづいていますが更なるクラブ

拡大の為にお力を公私ともに大変な時期では有ります

がクラブ発展のために会員皆様のご理解ご支援ご協力

を心からお願いいたします。 

  

 

 
 

第2322回例会 7月14日（木） 
於・小林楼 PM 0：30～ 

○ 点鍾 （国歌斉唱 ロータリーソング 

 四つのテストは省略） 

○ 幹事報告               土子幹事 

 

前 々 回 の 例 会 報 告 

前  回 の 例 会 報 告 

 

創立          事務所・茨城県東茨城郡大洗町磯浜 953             例会場・常陽銀行大洗支店 2 階会議室 

昭和 48 年 1 月 25 日    常陽銀行大洗支店内 TEL（029）267-2133    例会日・毎週木曜日 PM 0 時 30 分 



欠席の連絡は 小沼 会場監督（SAA）まで 

TEL･ FAX  029-267-2761   

E-mail  

kyusyoku4097@outlook.jp 

 

・田口誠会員は家で足を骨折ししばらく例会を欠席  

します。規定によりお見舞いをクラブから出します。 

・8/18 には現況報告書を完成させたいので会員皆様

の協力をお願いします。 

 

会長兼 SAA 兼ニコニコを担当した海老澤一夫副会長 

 

○ クラブ協会「今年度事業計画」各委員長 

各委員会から今年度の事業活動方針などの発言があ

った。 

 

○ ガバナーメッセージ 

国際ロータリー第 2820 地区 

ガバナー 大野治夫（つくば学園 RC） 

 

今年も昨年に続き、新型コ

ロナウイルス感染症終息が

見えない為、国際協議会が

バーチャル開催となりまし

た。ジェニファー・ジョー

ンズ RI 会長は 2022-23

年度のテーマを「IMAGINE 

ROTARY」と発表しまし

た。日本表記は「イマジン・

ロータリー」です。 

RI 会長の好きな色は、紫・緑・白で紫はポリオ、緑は環

境、白は平和を意味しています。 

「想像して下さい、私達がベストを尽くせる世界を、私

達は毎朝目覚める時世界に変化をもたらせる事を知っ

ています。昨日の事をイマジン(想像)する人はいません。

それは未来を描くことです」 

ロータリーで私たちは、持続可能な良い変化を生むた

めに人びとが手を取り合って行動する世界というビジ

ョンの実現には、多様性があり、公平で、インクルーシ

ブ(包摂的)な文化を培うことが不可欠であると理解し

ています。 

私たちは多様性を重んじ、すべての背景、年齢、民族、

人種、肌の色、障がい、学習スタイル、宗教、信条、社

会経済的立場、文化、婚姻状態、使用言語、性別、性的

指向、ジェンダー自認だけでなく、異なるアイデア、考

え、価値観、信念を持つ人びとによる貢献を大切にしま

す。 

ロータリーへの入会、参加、リーダーシップの機会とい

った面で、歴史的に特定のグループの人びとが障壁に

直面していたという点を認識し、すべての人が成功の

ためのリソース、機会、ネットワーク、支援への必要な

アクセスを得られるよう、地域社会でのパートナーシ

ップも含め、ロータリーのあらゆる側面で公平さを促

進していくことに私たちは全力を注ぎます。 

私たちは、すべての人が目に見える、または目に見えな

い本質的に独自の資質を備えていると信じています。

また、自分が大切にされているとすべての人が感じ、帰

属意識を持てるようなインクルーシブな文化を築くこ

とに尽力します。 

高潔性というロータリーの価値観に従い、DEI(多様性、

公平さ、インクルージョン)にいたる旅路において組織

として自分たちがどこにいるのかを正直かつ透明性を

もって見据えるとともに、これからも学び、向上し続け

ていくことに全力を尽くします。 

「ポリオのない世界を想像して下さい。みんなが安全

な水を使える世界を想像して下さい。 

疾病のない世界、全ての子供が読み書きを出来る世界

を想像して下さい。 

やさしさ、希望、愛、平和を想像して下さい。 

だからこそ、「イマジン・ロータリー」がテーマなので

す。 

私は、地区スローガンを「enjoy life ～人生を楽しむ～」

地区目標を「一人一人が想像力を持って奉仕する」とし

ました。 

ロータリーに入り、自分の人生はとても充実している。 

ロータリーに入り、かけがえのない友人を得る事が出

来る。 

ロータリーに入り、人のため、社会のために役立つ事が

出来る。 

それが、ロータリークラブではないでしょうか。 

大いに楽しみながらロータリー奉仕活動をしましょう。 

7 月 1 日から皆さんと一緒に、52 万 5600 分を進み

ましょう。 

 

ショウジョウカ 

 

 

 

 

 

次 回 例 会 

第 2324 回例会 8 月 4 日(木) 

於：かま家 PM 0：30～ 

卓話「会員増強委員会」小野瀬委員長 

 
四つのテスト 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか

会報委員会    飛田 幸男  土子 吉久    

 


